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令和 4 年度 守る会の活動方針 
守る会会長 野谷信二 

 

昨年度、守る会は設立 50 周年を迎えました。これもひとえに住民の皆様の日頃のご理解とご協
力のおかげであると心より感謝申し上げます。本年度は、これから新たな 50 年がスタートする
年として、活動方針を住民の皆様により伝わりやすくするため見直し、ひとつひとつ確実に実行
していきたいと考えています。区民の皆様におかれましては、変わらぬご支援をよろしくお願い
申し上げます。  

 
基本活動 

●各種団体と連携した組織の団結力を強化します。 
▷世界遺産マスタープランの具現化に努めます。 
▷月毎に定例会を開催し、現状変更申請の審議等、話し合いを深めます。 
▷休耕地の草刈りやゴミ拾い、清掃活動に積極的に取り組みます。  

重点活動 
●［守る］茅葺や茅採取の技術の継承の輪を広げます。 

▷茅葺技術を学ぶワークショップ（勉強会）を開催し、広く継承します。 
▷茅刈り行事の参画を促し、自給自足を目指します。 
▷発足 50 周年を機に造成した茅場を管理し活用します。  

●［暮らす］空き家、空き地を活用した共同車庫による景観保全に努めます。 
▷荻町交通対策委員会と連携し、景観保全と暮らしに適した交通対策を見出します。 
▷土面露出と舗装のルールを明文化します。  

●［つなぐ］結の再定義から地域に貢献するネットワークを構築します。 
▷白川郷学園をはじめ、将来担い手の世代間ネットワークを構築します。 
▷他の伝建地区や町並み保全団体等と交流し、課題解決の糸口を見出します。 

 

共に力を合わせて！！・・・この度、昨年末の大寄り合いにおけ 
る選挙によって、前和田会⾧の後任として当会の会⾧を務めさせて 
いただきます。まずは何を置きましても前会⾧の 16 年間のご尽力 
に心より感謝申し上げます。これまでの先人や住民皆様の多大なる 
努力で創り上げた大切な遺産・宝を子や孫の代へとつないでいく重 
要な役目だと思っています。守る会発足から半世紀に渡って築いた 
礎を大切にし、住民の意見を尊重しながら、新役員や委員の皆さん 
と共に力を合わせ精一杯頑張りたいと決意を新たにしています。微 
力ではありますが、今後とも一層のご指導ご鞭撻を賜りますようお 
願い申し上げます。［守る会 8 代目会⾧ 野谷信二］ 
  

※令和 4 年度守る会定例会開催日（予定：葬儀や突発的な行事等で変更の場合あり） 
 

5 月 10 日（火）・6 月 8 日（水）・7 月 8 日（金）・8 月 8 日（月）・9 月 9 日（金）・10 月 7 日（金）・ 
11 月 9 日（水）・12 月 9 日（金）・1 月 20 日（金）・2 月 8 日（水）・3 月 8 日（水） 

 

守る会活動スローガン ～守る・暮らす・つなぐ～ 
①守 る：住民憲章を基盤とした、世界遺産である合掌家屋と農山村の景観保全 
②暮らす：結の精神が根ざした共同体と、景観に調和した豊かな住民生活の向上 
③つなぐ：故郷から学び、他地域の交流から学び、未来の継承者を育成 



3 月で交代された委員さんからメッセージをいただきました・・・前号に続き、任期を
終えられた委員さんに「守る会に参画して得た学び」「これからの守る会に期待すること」とい
う切り口で感じたことをお聞きしました。 

 
◆坂井勇介さん（中屋組）・・・初めて守る会の委員をやらせていただき、はじめは少々不安もあ
りましたが、定例会に参加するにつれて、どのように協議しているのか、どのような活動をし
ているのかなど分かってきて自分の為にもなりました。そして毎月色々な申請があり、協議し
ていく中で色んな人の思いや意見があり、一つの申請でも数ヶ月の協議を要するなど、改めて
村の景観を守っていくことは難しい事なのだなと思い、協議することの大切さを学びました。
この場で学んだ事を今後自分なりに活かしていけたらいいなと思います。コロナという事もあ
りましたが、オンライン会議などの方法は今後もやっていくといいと思います。 

 
◆大泉信吾さん（東上組）・・・久しぶりの守る会委員でした。生活しながら景観を守っていく事
はなかなか難しい事だと思います。荻町区民は努力していると思っていますが、現代は人口が
減少していく時代でもあります。集落の世帯数や人口が保てる様に、若い人が帰って来やすく
なる様な荻町であるように、これからもよろしくお願いいたします。  

組の委員さんは守る会で話し合われたことを住民に伝える重要な役割を担っています。定例会を
通して様々なことを感じ、責任感を持って役を務めてくださった委員さんの思いを知り、新委員
さんも同様に守る会に参画できるといいなと思いまし
た。お忙しい中お話をお聞かせくださった委員の皆様
この場をお借りして感謝申し上げます。 
 
現状変更申請書の提出を・・・建物や土地などの現
状を変更する場合は許可が必要です。必ず現状変更申
請を行ってください。申請書は定例会の前月末まで
に、各組委員を通して事務局へ提出を。これは遺産の
保全と未来への継承のため重要なことです。皆様のご
理解ご協力をお願いいたします。尚、期限を過ぎてか
らの提出は、当月許可がおりない場合もございますの
でご了承ください。 
  
3 月の活動報告 
8 日 次年度役員体制打ち合わせ（野谷・尾崎） 
9 日 荻町交通対策に伴う座談会事前打ち合わせ（和田） 

10 日 3 月定例会@zoom 
11 日 ねそ 3 月号発行 
12 日 日本イコモス賞受賞者講演会@zoom（和田） 
16 日 かややね会議@zoom（野谷・福田） 
17 日 白川郷学園 5 年生村民学（和田・福田） 
17 日 荻町交通対策に伴う座談会①（和田・野谷・尾崎） 
18 日 荻町交通対策に伴う座談会②（和田・野谷・尾崎） 
22 日 荻町交通対策に伴う座談会③（和田・尾崎） 
23 日 荻町交通対策に伴う座談会④（和田・野谷・尾崎） 
27 日 センガ岩倉庫入替え作業（一般環境部） 
29 日 役員会                             
※5 月の定例会は 10 日(火)を予定（公民館または zoom にて） 
 

 

4 月の協議事項（現状変更申請に関わって） 4 月 11 日開催→5 月 10 日へ延期 
＊＊＊＊・・・神社公衆トイレ屋根の改修   ＊＊＊＊・・・仮設屋根の設置 
＊＊＊＊・・・みだしま公園駐車場トイレ屋根雪止め取り付け   

 

◆寺口啓淳さん（西下組）・・・土産品組合と西下組で 3 年間参加させていただいたお陰で「景観
保全」を強く意識するようになりました。荻町のことだけでなく、他の観光地等に出掛けた
際、その保全努力に気付いたときには喜びを感じ、その地を好きになったりもしました(単純な
男です)。今後は一会員として守る会を応援していきます。ありがとうございました。 

令和 4 年度守る会委員一覧 
選出部門 氏名 役職・所属 

選挙 野谷  信二 ◇会⾧ 
推薦 今藤  建二 ◇副会⾧ 
推薦 尾崎  達也 ◇事務局⾧ 
推薦 神田  栄治 〇合掌環境部⾧ 
推薦 川田  晋也 〇一般環境部⾧ 
推薦 黒木  雄太 〇企画部⾧ 

旧寺口家 
中屋組 福田  麻衣子 〇総務部⾧ 

東上組 平田  富雄 ・企画部 
東中組 藤坂  俊幸 ・一般環境部 
東下組 堅田  瑞穂 ・合掌環境部 
西上組 大谷  直之 ・合掌環境部 
西下組 川淵  雪雄 ・合掌環境部 
橋場組 西村  利夫 ・一般環境部 

集落議員 上手  英二 ・企画部 
大工組合 吉山  宏司 ・総務部 
合掌組合 大田  忠広 ・合掌環境部 
宿泊業 鈴口  悦子 ・総務部 

土産品組合 滝  昌也 ・一般環境部 
飲食店 松山  秀則 ・企画部 
女性会 橋脇  豊美 ・総務部 

々 西村  紫穂 ・企画部 
々 黒木  亜希子 ・一般環境部 

青年 和田  嵩正 ・総務部 
合掌財団 大澤  珠生 財団事務局⾧ 
合掌財団 原  卓也 財団事務局 

教育委員会 鈴口  雅彦 事務局⾧ 

々 松本  継太 文化財担当課⾧
補佐・設計士 


